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選抜方法等の詳細については、必ず「令和２年度国際教養学部AO入試学生募集要項」で確認してください。

在学生からの声

選抜方法等の詳細については、必ず「令和２年度入学者選抜要項」及び「令和２年度一般入試学生募集要項」で確認してください。

概要

換算表

「通常型入試」での受験希望者については、実用英語技能検定、GTEC等の外国語検定試験で本学が指定する等級又はスコアを取得していれば、個別学力検
査の「外国語」の得点に所定の点数を加点することができます。

● 点数の加点は満点を上限とします（例：外国語で290点を取得、外国語検定試験により20点を加点した場合、満点の300点として扱います）。
● 個別学力検査の「外国語」の得点を満点に換算した場合、個別学力検査の「外国語」の受験を免除します（所定の点数を加点する場合には「外国語」の受

験が必要です）。
● 利用できる外国語検定試験は2017年１月１日以降に受験した試験を対象とし、利用できる外国語検定試験の得点換算は１つのみとなります。

※1 GTECは４技能のオフィシャルスコアのみ有効とします。
※2「TOEIC L&R」及び「TOEIC S&W」両検定試験の受験及びスコアを必須とします。また、スコアは「TOEIC S&W」のスコアを2.5倍にして合算したものとします。

満点換算

「外国語」の得点換算

20点加点

10点加点

2300以上

実用英語技能検定（英検）

2180以上

1950以上

1190以上

GTEC

1120以上

960以上

160以上

Cambridge English

153以上

140以上

309以上

TEAP

280以上

225以上

600以上

TEAP CBT

540以上

420以上

外国語検定試験の成績の利用

 <一般入試（前期日程）> 

入学者選抜日程等

入学者選抜方法等

 <AO入試> 

出願期間 選抜期日 合格発表 入学手続

2019年９月17日（火）～20日（金） 2019年10月26日（土）～27日（日） 合格内定者：2019年11月22日（金）
最終合格者：2020年2月12日（水）

2020年２月19日（水）

課題論述、集団面接及び個別面接の合計点による合格者を「合格内定者」とし、「合格内定者」のうち、大学入試センター試験の合否判定の基準に達している者
を「最終合格者」とします。

選抜科目 選抜期日等 選抜方法等

課題論述 2019年10月26日（土） 13:00～16:30

文理混合による課題解決に向けた資質と適性を評価するため、資料の理解力、論理構成力、
科学・統計リテラシーを問う課題を課します。なお、資料の一部に英文資料を含みます。
※英和辞典のみ持ち込み可とします（PC、電子辞書、スマートフォン等の電子機器の持ち込
みは禁止とします）。

集団面接及び個別面接 2019年10月27日（日） 9:00～
集団面接及び個別面接をそれぞれ実施します。なお、個別面接においては、提出された

「自己推薦書」及び「学びの履歴書」（今まで行ってきた「学び」の活動に関する報告）に関する
質問を含みます。

大学入試センター試験 2020年１月18日（土） ・１月19日（日）
<一般入試（前期日程）>と同様の指定教科・科目を受験してください。
最終合格基準：総合点が70％に達していること。

※1 ※2

80以上

TOEFL iBT

62以上

42以上

6.5以上

IELTS

5.0以上

4.0以上

1560以上

TOEIC L&R + TOEIC S&W

1420以上

1150以上

Students’ VoiceStudents’ Voice

留学について

学生生活について

３年
杉　原　愛　海

４年
二　上　　　瑛

　私は派遣留学で約半年間タイにあるカセサート大学へ留学しました。もともと食糧問題等に興
味があったことから、農業の重要性を感じ、農業普及や東南アジアの農業の現状について主に
学んできました。また、課外活動として、写真部やスラムでのボランティア活動にも参加しました。
　幸運なことに出会いにも恵まれ、多くの友人たちと共に過ごす中で文化や宗教の違いなど、
大学の授業だけでは気づけなかった、様々なことに気づかされました。同時に日本の良さや、
またタイから見習いたい部分など、さらに自分自身についても同様に考え直させられました。
　留学中、農学の知識がほとんどない私は、劣等感を感じたり、自分の思い通りにいかず目
的を見失いかけたりすることもありましたが、留学前に自分が実現したかったことを思い返
し、やり方を変えてみたり行動に移
したりしたことで、結果的に目的以
上のものを得られたと思います。
　派遣留学は自分のやりたいことを
自分次第で大きく実現できるものだ
と思いました。留学の目的は人それ
ぞれですが、行動していく中で何度
もその目的に立ち返り、必要に応じ
て修正し、また行動に移すというサ
イクルが必要だと感じました。

　国際教養学部では、幅広く学び、自分の思いを実現することができます。
　国際教養学部は特定の専攻を設定していないため、学生が学びたいことを自由に選択する
ことができます。このため同じ学部に在籍していながら、自分の興味とは全く異なる専門を
学んでいる学生も見られます。このことで好奇心が刺激され、高校時代よりも学ぶことが楽
しいと感じています。
　学業面以外では、友人とともに「LAS BOOKS」という国際教養学部独自の図書スペースを
運営しています。新しい本と出会うことによって興味を広げる手助けをしたい、という思いか
らつくったこの図書スペースには、通常の図書館とは異なる特長を３点設けています。１点目
は、自分の持っている本を自由に本棚に追加し、他の学生と共有できることです。２点目は、
本をジャンル別ではなくあえて背表
紙の色調順に並べることで、これま
で自分が読まなかったジャンルの本
と出会える工夫をしていることです。
そして３点目は、自分の感想や見解
を書いたふせんをページに残すこと
で、学生間の意見交換を可能にして
いることです。国際教養学部では、
このような学生独自の取り組みが他
にも数多く運営されています。入学
した際にはぜひみなさんも自分のア
イデアを形にしてみてください。


